
２０２６年４月 市薬研修案内 
会 員 各 位                                  一般社団法人福岡市薬剤師会 

下記のとおり、研修会を開催いたします。 

☆研修会は事前申込み制となります。 

申込詳細については、個別の案内状にてご案内しておりますのでそちらでご確認ください。 

◇開 催 場 所       ： 

福岡市薬剤師会館 4Ｆ講堂 福岡市中央区今泉 1-1-1 TEL：（092）714-4416 

開催日 研修会名 演 題 ・ 講 師 な ど           

4月 2日 

(木) 
 

19時 30分 

～  
21時 00分 

福岡市薬剤師会 

学術研修会 
《生涯学習委員会》 

≪ あらゆる領域に強くなろうシリーズ ≫ 
【 特別講演 】  

「最適な喘息治療のために 

～多角的理解で臨床力をアップデートする～」  

演 者：土倉内科循環器クリニック 佐々木 朝矢 先生 

【要旨】気管支喘息の治療において、吸入ステロイド薬を中心とした

薬物療法による炎症管理は不可欠であり、薬剤師による吸入手技の指

導やアドヒアランスの維持が患者の予後を大きく左右する。近年、治

療薬の選択肢は広がり、重症例に対する生物学的製剤の登場により個

別化医療がさらに進展している。本研修では、ガイドラインに基づく

最新の治療戦略から、併存症や生活環境を考慮した多角的なアプロー

チ、症例を通じた実践的な関わり方まで、臨床力を高めるための基本

と応用を解説する。 

4月 9日 

(木) 
 

19時 30分 

～  
21時 00分 

福岡市薬剤師会 

学術研修会 
《生涯学習委員会》 

≪ 東大・薬剤師会育薬セミナー ≫ 

【ヒヤリ・ハッと・ホッと】 

▶甲状腺機能障害患者より服薬可能な一般用医薬品について質問を受け

たが即答できなかった 

【薬局プレアボイド解析ベーシック】 

▶薬剤師と介護施設の看護・介護スタッフ間の連携のチャンス 

～食事の前後 2 時間を避けて空腹時に服用する薬剤は何時に服用すれば

良いか考える～ 

【症例から学ぼう副作用】 

▶気にしておきたい副作用 - 血管拡張薬 ② 

【医薬品適正使用・育薬のホットな情報】 

▶乳児の湿疹、細気管支炎のリスクはアセトアミノフェンとイブプロフェ

ンで同程度 

【ニュードラッグインフォメーション】 

▶ドライアイと TRPV1拮抗薬：新薬の医薬品情報のポイント 

アバレプト懸濁性点眼液 0.3% ＜モツギバトレプ＞ 

【クローズアップ DI】 

▶不眠症とオレキシン受容体拮抗薬：効果・動態・適正使用のポイント 

ボルズィ錠 2.5 mg・5 mg・10 mg ＜ボルノレキサント水和物＞ 

講 師：東京大学大学院薬学系研究科育薬学講座  

澤田 康文 先生／佐藤 宏樹 先生／三木 晶子 先生 

4月 23日 

(木) 
 

19時 30分 

～  
21時 00分 

福岡市薬剤師会 

学術研修会 
《生涯学習委員会》 

≪ 東大・薬剤師会育薬セミナー ≫ 

 

※詳細が分かり次第、配信・HP等でお知らせします。 

   
２枚目へ続く 



   

 
※各研修会のお申込み及び受講研修単位については、個別に配信しておりますご案内状にてご確認ください。 
※受講料：福岡市薬剤師会Ａ会員・Ｂ会員・薬学生は無料。 

それ以外の方（非会員を含む）は、１人 3000 円の負担をお願いします。 
※この研修会は氏名及び薬剤師免許番号を含む受講者名簿を「公益財団法人日本薬剤師研修センター」に報告させて

いただきます。また、氏名及び勤務先名を含む受講者名簿を共催団体へ提供する場合もございます。ご了承の上、
お申込みください。 

※研修単位は、申請状況・受講状況によっては単位が認められない場合もございます。 
※福岡市薬剤師会で開催される研修会・説明会等の運営は、保険薬局会費により運営しております。 
 
【お知らせ】 
東大・育薬セミナーの会場受講にて交付しております「DLM センター発行 育薬セミナー単位」について 
医薬品ライフタイムマネジメントセンターの DLM 認定薬剤師制度の改変に伴い、 
1.25 単位（120 分）から 1 単位（90 分）へ変更となりました。 
DLM 認定薬剤師制度の詳細については、「NPO 法人 医薬品ライフタイムマネジメントセンター」の 
ホームページをご確認いただくか、お問合せ先にメール送信にてお尋ねください。 
≪NPO 法人 医薬品ライフタイムマネジメントセンター≫ 

ホームページ：https://www.dlmc.jp/  お問合せ先：DLM センター事務局（ office-070401@dlmc.jp ） 
 

 
 

２０２６年４月 市薬研修案内 続き 


